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　容器包装リサイクル法対象の分別収集されたプラスチック製容器包装廃棄物のリサイクル手法につい
て「製品バスケット法」を用いて経済および環境の両面からエコ効率分析を行った。
２００２年度テーマ「廃プラスチック処理・処分システムのエコ効率分析」で次の課題が残っていた。
（１）最新のＬＣＩデータ及び新規処理手法による分析　（２）分別収集・ごみ発電等実際に行われ
ている実態のデータによる分析　２００４年度はこれらの課題を解決を目ざし新たにＬＣＩデータを
収集し分析した。
・マテリアルリサイクル（ＭＲ）：’０２年度の再生樹脂の製造データの更新
・ケミカルリサイクル（ＣＲ）：’０２年度の高炉原料化にコークス炉化学原料化とガス化を追加
・サーマルリサイクル（ＴＲ）：’０２年度の廃プラ発電（発電効率２０％）にセメント原・燃料化を
追加
・リサイクルしないで埋立て処分：すべての製品を新規製造
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＜調査結果＞
◆リサイクル手法（ＭＲ，ＣＲ，ＴＲ）のエコ効率分析結果
・エコ効率の観点から、ガス化，セメント原・燃料化，廃プラ発電がもっとも望ましい手法である。
・他のＣＲは環境側面では良好であるが、本検討では経済的負担が高くなる。
・ＭＲは新規樹脂代替率が３０％とするとエコ効率の観点からは埋立処分と同程度となる。１００％
であれば有利となるので、再生品の価値向上が課題である。
・埋立て処分はエコ効率の観点からは望ましくない選択肢である。
◆各手法の課題・方向性
・廃プラ発電は大気への排出が課題であり、発電効率をさらに上げてゆくことにより、火力発電で生
産している電気を少しでも多くカバーすることが重要。
・ＣＲは環境面からはバランスのとれた手法であるが、経済性の改善が課題となる。
・ＭＲは固形廃棄物排出量の削減、付加価値の高い用途の開発及び経済性の改善等多くの課題があ
る。
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考

◆ごみ発電のエコ効率分析（２００４年度テーマとして同時に実施）
・自治体におけるごみ発電を３種に大別し、実データより製品バスケット法を用いて資源・エネル
ギー，環境負荷を試算した。



・ごみ発電を行う場合の効果が定量評価できた。
・ＭＲによる再生品の価値が高いと効果が上がる。
・焼却による発電は大気への排出負荷が発生するので、発電効率の向上が課題である。


